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死
の
鉄
路
友
好
の
舞
台
に

タイから手紙

　
映
画
「
戦
場
に
か
け
る
橋
」
で
知

ら
れ
る
タ
イ
ー
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
旧
ビ

ル
マ
）
間
を
結
ぶ
泰
緬
（
た
い
め
ん
）

鉄
道
建
設
に
か
か
わ
り
、
戦
後
、
四

万
数
千
人
と
い
わ
れ
る
犠
牲
者
の
慰

霊
や
、
貧
し
い
子
供
た
ち
の
た
め
の

援
助
を
続
け
て
い
る
岡
山
県
倉
敷
市

大
島
、
無
職
永
瀬
隆
さ
ん
（
七
四
）
か
、

タ
イ
の
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
ー
県
と
同

市
か
ら
名
誉
市
民
に
選
ば
れ
た
こ
と

が
、
六
日
わ
か
っ
た
。
永
瀬
さ
ん
は

今
月
下
旬
に
現
地
へ
出
向
き
、
記
念

の
盾
を
受
け
取
る
。

名誉市民に選ばれたとの

文書を手にする永瀬さん
　
太
平
洋
戦
争
中
、
永
瀬
さ
ん

は
同
鉄
道
の
建
設
現
場
で
、
憲

兵
隊
の
通
訳
と
し
て
従
軍
。
収

容
所
や
現
場
で
働
く
連
合
国
軍

の
捕
虜
や
徴
用
さ
れ
た
現
地
住

民
ら
の
監
視
役
を
し
て
い
た
。

　
厳
し
い
労
働
と
食
料
不
足
の

中
で
、
捕
虜
ら
は
栄
養
失
調
、

病
気
に
な
り
、
バ
タ
バ
タ
と
倒

れ
て
い
っ
た
。
そ
の
苦
し
む
姿

を
見
な
が
ら
も
、
ス
パ
イ
容
疑

を
か
け
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、

何
も
で
き
な
か
っ
た
。
終
戦
直

後
は
散
乱
し
た
遺
骨
の
収
集
に

も
加
わ
っ
た
。

　
昭
和
二
十
一
年
に
復
員
し
た

が
、
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
捕
虜

や
労
働
者
ら
の
こ
と
。
日
本
車

に
よ
る
残
虐
行
為
も
数
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
少
し
で
も
償
い

た
い
と
、
同
三
十
九
年
か
ら
毎

年
の
よ
う
に
現
地
へ
出
向
き
、

犠
牲
者
の
慰
霊
を
続
け
て
き

た
。

　
同
六
十
一
年
に
は
鎮
魂
の
た

め
、
同
市
に
ク
ワ
イ
河
平
和
寺

院
を
建
設
。
六
十
三
年
に
は
タ

イ
の
貧
し
い
子
供
た
ち
の
た
め

に
「
ク
ワ
イ
河
平
和
基
金
」
を
設

立
、
医
療
機
器
の
援
助
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動

が
「
タ
イ
と
日
本
の
友
好
関
係

に
尽
力
し
た
」
と
評
価
さ
れ
た
。

　
泰
緬
鉄
道
は
全
長
四
百
十
五

渋
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
ヘ
の
陸
上
補

給
路
確
保
の
た
め
建
設
さ
れ
、

一
年
三
か
月
と
い
う
異
例
の
速

さ
で
完
成
し
た
。
こ
の
突
貫
工

事
に
、
連
合
国
軍
の
捕
虜
や
現

地
住
民
ら
十
二
万
人
余
が
投
入

さ
れ
、
四
万
数
千
人
が
栄
養
失

調
や
伝
染
病
で
犠
牲
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
る
。

　
永
瀬
さ
ん
に
よ
る
と
、
現
地

の
記
録
で
は
住
民
三
十
万
人
が

従
事
、
犠
牲
者
は
十
五
万
人
以

上
と
紹
介
し
て
お
り
、
難
工
事

と
犠
牲
者
の
多
さ
か
ら
△
死
の

鉄
路
▽
と
も
呼
ば
れ
た
と
い

う
。

　
タ
イ
側
か
ら
届
い
た
手
紙
に

は
「
戦
争
の
舞
台
を
平
和
の
舞

！
－
－
－
－
１
－
－
－
―

台
に
変
え
た
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
永
瀬
さ
ん
は
「
運
動
が
認

め
ら
れ
て
う
れ
し
い
。
今
後
は

基
金
を
増
や
す
な
ど
現
地
の
役

に
立
ち
た
い
」
と
喜
ん
で
い
る
。
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